
はしご・脚立からの
墜落、転落災害を防止するために！

はしごの安全な使用のポイント 脚⽴の安全な使用のポイント

① はしごの上部・下部の固定状況を確認して下さい。

（固定できない場合、別の者が下で支える）。

② 足元に、滑り止め（転位防止措置）をして下さい。

③ はしごの上端を上端床から60㎝以上突出させて下

さい。

④ はしごの立て掛け角度は75度程として下さい。

⑤ 墜落した時などに頭部を保護するため、ヘルメット

の着用が有効です。

出典：「シリーズ・ここが危
ない高所作業」中央労働
災害防止協会編

しっかり固定！

⽴てかける位置は
水平で、傾斜角75°
突き出し60センチ
以上となっている
ことを確認

① 不安定になるので天板の上で作業しないで下さい。

② 天板から２段目以下の踏みさんを使用して下さい。

③ 凸凹した場所や傾斜のある場所では使用しないで

下さい。

④ 身を乗り出したり、頭の真上での作業はしないで下

さい。

⑤ 脱げやすい又は滑りやすい履物などは履かないで

下さい。

⑥ 荷物を持っての昇降はしないで下さい。

⑦ 墜落した時などに頭部を保護するため、ヘルメット

の着用が有効です。

厚生労働省 北海道労働局 安全課

北海道内では、はしご・脚⽴を⽤いる作業中に墜落、転落により、死亡災
害が発生しています。その原因は、はしごの不適切な使⽤及び不安定な状態
での脚⽴の使⽤によるものです。
はしご・脚⽴を安全に使用していただくために、このリーフレットを作成
しましたので参考にして下さい。
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STOP！労働災害 作業中に７人の方が死亡しています。（平成２７年１月～平成２９年８月）



北海道内において発生した死亡労働災害事例
（平成２７年１⽉〜平成２９年７⽉末現在）

は し ご脚⽴

脚部を固定していた枕木が破損する脚⽴に⽴ちバランスを崩す №１

はしごを降りる際バランスを崩す脚⽴に⽴ちバランスを崩す №２

【事例】 壁に長さ約７．４ｍのはしご
を立て掛け、そのはしご上で塗装作
業中、はしごの脚部を固定していた
枕木が破損し、はしごが倒れて墜落。

【事例】 洗濯物を干すため脚立に立
ち（４６ｃｍ）作業したところ、バランス
を崩して墜落し、臀部を強打。

【事例】 はしごを庭木の剪定のため、
木に立て掛け枝払い作業後、はし
ごを降りる際、バランスを崩し２．０
ｍ下に墜落。

【事例】 事務室の天井裏にある空調
設備の調整のため、脚立に立ち（約
１．２ｍ）作業中、バランスを崩して
墜落し、後頭部を強打。

はしごを降りる際、踏み外す

脚⽴に⽴ちバランスを崩す

№３

【事例】 立木にはしごを固定して幹
上部を切断作業後、はしごを降りる
際に踏みさんを踏み外し、約５．０ｍ
下に墜落。

【事例】 高さ１．１ｍの脚立を用いて
バスの窓ふき作業中、バランスを崩
して墜落し、頭部を強打。

このリーフレットについて、詳しくは北海道労働局 安全課（℡011-788-6371）にお問い合わせください。

脚立がぐらつきバランスを崩して
飛びおりた。

脚立がぐらつきバランスを崩した。脚立がぐらつきバランスを崩した。

北海道内では、平成２８年の１年間に、
はしごや脚立を用いた作業中、２９２人
の方が４日以上休業しています。

〈正しい使い方をしましょう!〉

体勢を崩し、墜落する

№4

【事例】 ２階の窓掃除のため、はし
ごを立て掛け作業中、体勢を崩し
４．０ｍ下に墜落。
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